
I.はじめに

平成23年9月26～30日の5日間に渡り，三重

大学を主会場に，三重大学生物資源学部附属演習

林・統計数理研究所リスク解析戦略研究センター

共同主催，森林計画学会，IUFRO（国際森林研

究機関連合）共催，三重県，トヨタ自動車バイオ

緑化事業部後援のもと，「TheSecondInternation-

alConferenceonFORCOM -FollowupandNew

ChallengeforComingGenerations－FORCOM

2011－」を開催した。本シンポジウムでは「森林

資源管理の哲学と技術」をメインテーマとし，宇

都宮大学で開催されたFORCOM2004（次世代

のための森林の役割－森林資源管理の哲学と技術）

に続き，今後の森林資源管理の研究展開を狙い，

国内外の研究者と実務者，あるいは森林管理に関

心のある方々，さらに若手研究者の積極的参加を

呼びかけ，研究成果発表と参加者間の意見交換の

場を設定することを目的とした。また，本シンポ

ジウムは平成23年度森林計画学会夏期セミナー

も兼ねて実施した。

今回のシンポジウムでは，実行委員会を代表し

て，松村から「森林管理水準の世界標準での検証

に関する話題」と田中和博京都府立大学教授（研

究科長）による「森林GISを利用した次世代型

森林資源管理システムについて」の2件の基調講

演と森林計画，リモートセンシング，GIS，炭素・

生物多様性関連，森林成長モデリング・計測関連

など，森林資源管理に関わる幅広い研究内容につ

いて12件の口頭発表と19件のポスター発表があっ

た。

シンポジウム参加者は計63名，そのうち海外
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（カンボジア1名，韓国2名，中国2名）計5名，

国内では一般35名，学生・院生23名などであっ

た。（図1）

II.概 要

１．全体プログラム

9月25日（日）の夜、津駅前でアイスブレイ

クが開宴し、本シンポジウムの開始となった。9

月26日（月）三重大学メディアホールにて、基

調講演、一般発表、懇親会、27日（火）は三重

大学附属平倉演習林の見学、現地検討会、28日

（水）は再びメディアホールにて、基調講演、一

般発表、ポスター発表、最終討論会、29日（木）、

30日（金）は、トヨタ三重宮川山林（大台町）、

伊勢神宮宮域林（伊勢市）へ、それぞれ希望者に

よる日帰りの現地見学会を実施した。

２．9月26日プログラム

開催に当たって、吉岡 基三重大学大学院生物

資源学研究科長と西村文男三重県環境森林部森林

林業総括室長から歓迎の祝辞をいただき、その後、

実行委員会を代表して、松村が基調講演「Philos-

ophyandtechniquesforforestresourcemanage-

ment-Followupandnewchallengesforcoming

generations」を行い，地球規模での森林消失・劣

化を背景に，森林管理水準の世界標準での検証，

国レベルから地域，森林経営事業体レベルまでの

森林管理認証システムの可能性などについて講演

した。その後、一般講演8題を行い、三重大学生

協第一食堂において懇親会を行った。

３．9月27日プログラム

会期中見学会として、三重大学附属平倉演習林

での現地検討会を実施した。この演習林は、広域

合併によって現在は津市美杉町となっているが、

実際には奈良県境に接する雲出川流域の源流部、

旧美杉村に位置している450haほどの森林であ

る。現地では、沼本晋也准教授（演習林次長）に

よる演習林紹介の後、午後には紀伊半島で希少と

なったモミ・ツガなどの針葉樹天然林、ブナ、ケ

ヤキ、ミズナラ、ヒメシャラなどの落葉広葉樹、

その他常緑広葉樹の混交する天然生林、樹齢200

年となる藤堂スギ人工林固定試験地、量水堰堤な

どの水文観測施設の見学も行った。

平倉演習林では、9月の台風12、15号により

施設・アクセス路，ライフラインに大被害が発生

した直後で、演習林スタッフは、なんとか見学会

に間に合わせて、仮復旧させたというのが実情で

あった。

４．9月28日プログラム

大会3日目は、再び三重大学メディアホールに

会場を戻し、一般講演4題と、田中和博京都府立

大学教授（研究科長）による基調講演「Aper-

spectiveonforestregistrationforthenextgenera-

tionintheeraofGIS」、森林GISを利用した次

世代型森林資源管理システムについての発表があっ

た。その後、以下の3グループによるポスター発

表が行われた。（図2）

１）グループA：森林計画全般 6題

２）グループB：リモートセンシング＆GIS 8題

３）グループC：森林情報システム、e-forest5題

その後、夕食を取りながら、クロージング討論

を行った。

５．9月29日プログラム トヨタ三重宮川山林

見学会

希望者による見学会初日は、トヨタが山林を購

入したと話題になった大台町（旧宮川村）山林で

ある。当日は、トヨタ自動車バイオ・緑化事業部

緑化技術開発室から、福村郁夫室長、高木 剛主

幹、森林保全グループマネージャー小野祐彦氏、

諸戸林友川端康樹氏、森林再生システム研究員望

月亜希子氏らに対応いただき、1,702haの山林概

要の説明、現地見学を行った。もともと諸戸林産

㈱の所有時代にいろいろな取り組みがなされ、全

国平均17m/haを遙かに上回る44m/haという高

密路網、これから収穫期を迎えるスギ、ヒノキ人

工林、豊富な針広天然林などを所有している。今

後、森林再生のモデルになるように、山林作業の

効率化、共同研究などによる技術開発、「標準化」、

「見える化」などを進めて行く予定とのことであっ

た。

６．9月30日プログラム 伊勢神宮宮域林見学会

見学会2日目は、伊勢市山林の大部分を占める

伊勢神宮の宮域林であった。この宮域林は、約
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2000年前から「大御神の山」としてあがめられ

ている。神宮司庁営林部のご案内で、20年ごと

の「式年遷宮」に備え、御造営用材を生産する施

業地の見学を行った。将来的に残す木を二重ペン

キ、一重ペンキでマークし、その樹の肥大成長促

進のため、間伐は周辺の隣接木の強度伐採（受光

伐）を基本としている。200年での収穫を目指し、

ha当たり100本程度の収穫、平均胸高直径は大

樹候補（二重ペンキ）で100cm、御造営用材候

補（一重ペンキ）で60cm以上を目標としてい

る。

III．おわりに

多くの大学では夏休み最終週ということで、集

中講義や実習の予定、また台風被害の対応、その

他の学会開催など、日程的には窮屈な時期だった

かもしれない。また、1週間という会期日程もフ

ル参加は時期的に困難であったとも思う。それに

も関わらず、多数の参加、特に大学院生など、多

数の若手の参加があったことに感謝致します。ま

た、幸い天候には恵まれ、多くの参加者にとって、

さわやかな伊勢路を楽しんでいただけたのではな

いかと思う。

今回のシンポジウムを企画するに当たり、当初

のアナウンスは早かったものの、Webの案内な

ど、2次的な広報が遅れ、また東日本大震災の発

生などがあり、関係各位には大変ご迷惑をおかけ

した。

最後に実行委員会委員も含め、関係各位に厚く

お礼申し上げます。共同主催していただいた統計

数理研究所リスク解析戦略研究センター吉本 敦

氏、シンポジウムロゴをデザインしていただいた

東京大学露木 聡氏、後援いただいた三重県環境

森林部、トヨタ自動車バイオ緑化事業部、助成い

ただいたIUFRO-J、見学会に対応いただいたト

ヨタ三重宮川山林、神宮司庁営林部関係各位、実

行委員の三重県林業研究所、三重大学附属演習林

ならびに緑環境計画学研究室の各位に感謝する次

第である。

今回のシンポジウム報告は、森林計画学会英文

誌に要旨集2）ならびにその後の投稿論文集として、

特集号で編集、発行される予定である。また、学

生の感想や多数の写真を含めた詳細な報告は同学

会和文誌1）に収録されている。今回のシンポジウ

ムでの発表、討論、現地見学などが、参加各位の

今後の研究の発展に貢献し、さらに今後の「森林

資源管理」研究が加速されることを願っている。
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図２ ポスター発表風景

図１ 集合写真
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